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研究の概要及び索引語

論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある文章を書くた

めには，構想段階での思考の整理が大切である。本研究では，中学校第３学

年「観察・分析して論じよう」において，引用した根拠を明確にして批評文

を書く学習活動を通して，論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説

得力のある文章を書く能力を身に付ける国語科学習指導の在り方について追

究した。

索引語： 論理の展開，引用，引用した根拠，批評文

１ 主題設定の理由

中学校学習指導要領解説国語編 (平成20年９月)(以下「解説」という｡)では,

第３学年 ｢Ｂ書くこと」の指導事項イに,｢論理の展開を工夫し，資料を適切に

引用するなどして，説得力のある文章を書くこと｡｣とあり，さらに,｢第３学年

では，選んだ資料を『適切に引用する』ことを重視して指導する｡｣とある。ま

た,｢全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される

内容のまとめ｣(平成24年９月) では,｢自分の意見や考えに説得力をもたせるた

めには，中心となる主張を明確にすることとともに，図や表，統計や調査のデ

ータなど具体的な資料を有効に活用して主張の裏付けとなる根拠を示すことが

大切である。」と示されている。これらのことから，論理の展開を工夫し，資料

を適切に引用して，説得力のある文章を書く能力を育てることが重要であると

考える。

本学級の生徒に対して,｢なぜ正しい言葉遣いが必要なのか」をテーマにして，

「複数の資料の中から，必要な情報を引用して，読み手を説得するための文章

を書きなさい。」という実態調査（平成27年10月16日実施，第３学年３組33人）

を行った。その結果，頭括型，尾括型，双括型や反論の先取りなど，論理の展

開を工夫し，資料からの引用を自分の考えにつなげていた生徒は１人であった。

また，論理の展開を工夫したが，資料からの引用ができなかった生徒は14人で

あった。論理の展開の工夫や資料からの引用ができずに，自分の考えのみを書

いた生徒は18人であった。これは，これまでの書くことの指導において，読み

手を説得するために，論理の展開を工夫して書いたり，資料を引用して書いた

りする学習活動が不十分であったことに起因する。そのため，これからは，論

理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある文章を書く指導が必



要であると考える。

そこで，本研究では，中学校第３学年「観察・分析して論じよう」の学習に

おいて,｢社会生活の中からテーマを決めて，批評文を書く」という言語活動を

行う。まず，モデル文を活用して，筆者が引用した根拠について考え，引用の

きまりや引用のよさについて理解する。次に，引用部分と自分の考えのつなが

りを吟味する活動を行い，自分の考えと引用部分につながりがあり説得力のあ

る効果的な引用になっているかをディスカッションする。そして，論理の展開

を工夫し，引用した根拠を踏まえて批評文を書く。その際，構想メモを活用し，

結論部分や引用部分の配置を工夫する。このように，引用した根拠を明確にし

て批評文を書く学習活動を行えば，論理の展開を工夫し，資料を適切に引用し

て，説得力のある文章を書く能力が育つであろうと考え，本主題を設定した。

２ 研究のねらい

中学校第３学年「観察・分析して論じよう」における引用した根拠を明確に

して批評文を書く学習活動を通して，論理の展開を工夫し，資料を適切に引用

して，説得力のある文章を書く能力を育てる国語科学習指導の在り方を追究す

る。

３ 研究の仮説

中学校第３学年「観察・分析して論じよう」において，引用した根拠を明確

にして批評文を書く学習活動を行えば，引用部分と自分の考えのつながりを吟

味する視点をもつことができ，論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，

説得力のある文章を書く能力が育つであろう。

４ 研究の内容

(1) 基本的な考え方

ア 論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある文章を書く

能力について

解説では,｢論理の展開を工夫して書く能力」について,｢書き手の考えが

説得力をもって伝わるように，材料の選び方や文章全体の構成，記述の仕

方などを工夫して書く能力のことである。その際，これまでに身に付けて

きた書くことの能力が，総合的に発揮されるようにする。」と示されている。

さらに,｢適切に引用する」ことについて,｢自分の考えの根拠としてふさわ

しいかどうかについて検討したり，引用部分を明らかにした上で，資料が

伝えたいことと自分の考えとの関係について補足したりすることが重要で

ある。」と示されている。一方，説得の文章を書かせることの意義について，

大内善一は『思考を鍛える作文授業づくり』の中で,｢こちらの考え方を相

手に知的・論理的に認めさせるために，より確かな思考が要求される。自

分の意見・主張を確かな根拠に基づいて論じる技術が要求される。」と述べ

ている。以上のことから，本研究では，論理の展開を工夫し，資料を適切



表１ 論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある
文章を書く能力が身に付いた生徒の姿

に引用して，説得力のある文章を書く能力を，頭括型，尾括型，双括型の特性

を生かして構成を考え，引用した根拠を明確にして読み手を納得させる文章を

書く能力と捉えた。

イ 論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある文章を書く能力

を身に付ける過程について

論理の展開を工夫し，資料

を適切に引用して，説得力の

ある文章を書く能力を身に付

ける過程を図１のように表し

た。本研究では「社会生活の

中からテーマを決めて，批評

文を書く」という言語活動を

設定した。まず，モデル文を

活用し，引用のきまりや引用

のよさについて理解できるよ

うにする。次に，ディスカッ

ションする活動を通して，引用部分と自分の考えのつながりを吟味し，効果的

な引用について考えを深めることができるようにする。そして，構想メモを活

用して，論理の展開を工夫し，引用した根拠を踏まえて，批評文を書くことが

できるようにする。このような活動を通して，論理の展開を工夫し，資料を適

切に引用して，説得力のある文章を書く能力が身に付くと考える。

ウ 論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある文章を書く能力

が身に付いた生徒の姿

論理の展開を工夫し，資料

を適切に引用して，説得力の

ある文章を書く能力が身に付

いた生徒の姿を表１のように

捉えた。本研究では，表１に示した生徒の姿を目指すこととする。

エ 引用した根拠を明確にして批評文を書くことについて

冨山哲也は『国語教育』の中で，根拠を明確にして，自分の考えを具体的に

書く指導の工夫について,｢引用した箇所と自分の考えとの関連，根拠として取

り上げた内容の妥当性など，書いた文章を複数の観点から見直すことが重要で

ある｡｣と述べている。また，鶴田清司は『実践国語研究』の中で，説得力のあ

る表現をどう指導するかについて,｢説得力のある表現のためには，根拠となる

事実やデータを自分の既有知識・経験と結びつけて解釈・推論すること（理由

づけ）が大切である。」と述べている。一方，解説には,｢『批評』とは，対象と

する事柄について，そのもののよさや特性，価値などについて，論じたり，評

価したりすることである｡(中略）書き手の主観だけでなく，客観的，分析的に

物事を見つめる姿勢をもたせることが必要である。」と示されている。批評文に

説得力をもたせるためには，論理の展開を工夫することや，客観的，分析的に

図１ 論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある
文章を書く能力を身に付ける過程

ａ 引用のきまりや引用のよさについて理解することができる。

ｂ 引用部分と自分の考えのつながりを吟味し，効果的な引用に

ついて考えを深めることができる。

ｃ 論理の展開を工夫し，引用した根拠を踏まえて，批評文を書

くことができる。



資料１ 引用した根拠を考えるモデル文

物事を判断することが必要である。本研究では，引用した根拠を明確にして

いく過程で，引用部分の配置を考えたり，引用部分と自分の考えのつながり

を吟味したりすることができると考える。これらのことから，主題に迫るた

めに，引用した根拠を明確にして批評文を書くことが有効であると考える。

(2) 主題に迫るために

ア 論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある文章を書くこ

とに関する生徒の実態

図２は，論理の展開を工夫し，

資料を適切に引用して，説得力

のある文章を書く能力に関する

実態調査である。調査の結果，

論理の展開を工夫し，資料を適

切に引用して書いた生徒は１人，

論理の展開を工夫したが引用が

できなかった生徒は14人であった。また，自分の考えのみを書いた生徒は18

人であった。そこで，これからは，論理の展開を工夫し，資料を適切に引用

して，説得力のある文章を書くための手立てが必要であると考える。

イ 引用した根拠を明確にして批評文を書く学習活動について

（ｱ）モデル文を活用して引用した根拠を考える活動

引用を取り入れる際のポイ

ントとして，原文をそのまま

抜き出すこと，出典を明らか

にすること，客観性や信頼性

の高い資料を選ぶことなどの

きまりをまとめた「引用ガイ

ド」を手がかりに，モデル文

を読む。引用のよさについて

の理解を促すため，複数のモ

デル文を提示する。資料１の

モデル文では，まず，生徒が

小見出しや段落相互のつながりを書き込む。そして，説得力のある引用に

なっているか，モデル文の引用のよさを評価しながら読む活動を行う。こ

のように，モデル文について説得力のある文章になっているかを評価しな

がら読み，筆者が引用した根拠を考えることで，引用のきまりや引用のよ

さについて理解することができるようになると考える。

(ｲ) 引用する根拠を，ディスカッションする活動

資料２（p.５）は，構想メモの例である。まず，付箋を操作しながら，

論の流れを考える。次に，自分で集めてきた引用部分が，論の流れの中で

どのようにつながるのか，引用部分を入れたことでどのような効果をねら

うのかなど，引用する根拠として記入する。そして，構想メモを基に，デ

図２ 論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力
のある文章を書くことに関する実態調査

（平成27.10.16実施 小美玉市立美野里中学校第３学年３組33人）



ィスカッションする。その

際，チェックシートを手が

かりにして，引用する根拠

に説得力があるかについて，

相互評価をする。このよう

に，引用する根拠を，ディ

スカッションする活動を設

定して，引用部分と自分の

考えのつながりを吟味し，

効果的な引用について考え

を深めることができるよう

になると考える。

(ｳ) 構想メモを活用して批評文を書く活動

まず，頭括型，尾括型，双括型のいずれかを選択して論の流れを決定す

る。次に，説得力をもたせるために引用部分をどこに配置するのが効果的

かを考え配置する。そして，引用部分と自分の考えがつながるように批評

文を書く。文章にしていく際に，構想メモを活用し，引用した根拠が読み

手に伝わるように書いていく。また，段落相互のつながりにも着目し，接

続語を適切に用いるようにする。このような活動を行えば，論理の展開を

工夫し，引用した根拠を踏まえて，批評文を書くことができるようになる

と考える。

(3）授業の実践

ア 単元の指導計画

（ｱ）単元 社会生活の中からテーマを決めて，批評文を書こう

(｢観察・分析して論じよう｣)

（ｲ）指導と評価の計画（７時間扱い）

資料２ 構想メモの例

次 時 学習活動 評価規準

一 １ モデル文を活用して，引用した根拠を考える。・引用について関心をもち，説得力のある批評文を書こ
単元の見通しをもち，社会生活の中からテー うとしている。関
マを決めて，批評文を書くことを知る。 ・引用のきまりや引用のよさについて理解している。書

二 １ 批評文を書くための分析・比較・判断の流れ ・対象について評価できる点と評価できない点を分析し，
を理解する。 【教科書を活用した共通課題】 自分なりの判断を下している。書

２ 自分の考えとつながりのある引用になるよう ・自分の考えとつながる引用部分を探して，説得力を高
に，引用部分を探す練習をする。 めるための引用にしようとしている。関

【教科書を活用した共通課題】

３ 社会生活の中から決めた課題について，分析 ・判断や評価の理由を明確にし，資料から自分の考えと
・比較・判断をし，構想メモを書く。 つながる引用部分を探し，構想メモを書いている。書

〈図書室で実施〉

４ 引用する根拠を，ディスカッションする活動 ・資料を適切に引用し，説得力のある文章にするために，
(本時) を行い，構想メモを書き直す。 構想メモを書き直している。書

三 １ 構想メモを基に，引用した根拠を踏まえて， ・説得力を高めるために，論理の展開を工夫し，資料を
批評文を書く。 適切に引用して批評文を書いている。書

２ 批評文を読み合い，互いのよさを評価する。 ・読み手に自分の考えが伝わるように，適切な語句を選
択している。言



学習活動・内容 指導上の留意点と評価（評価は○評）

１ 本時の学習課題をつかむ。 ・黒板掲示物を貼り，本時の学習課題を読み，本時の

相手を納得させる構想メモになっている 流れを確認して，見通しをもてるようにする。

か，ディスカッションして確かめよう。 ・「納得」を辞書で調べるよう指示する。

２ 前時までの学習を振り返る。 ・前時までの学習で出てきたキーワードを確認して，

キーワードの確認 学習内容を振り返る。これまでに確認したキーワー

説得－納得 ドをディスカッションで活用するよう助言する。

引用－客観⇔主観，補足 ・今回の学習のポイントである，説得，引用，批評の

批評 言葉を整理できるようにする。

３ 批評文の構想をまとめる。 ・付箋を動かしたり，候補から引用部分を選択したり

【手立ての条件】 して，構想メモをまとめるように指示する。

・引用を取り入れる。 ・引用する根拠について，構想メモに書き込むよう助

・論理の展開を工夫する。 言する。

４ ディスカッションの進め方を確認する。 ・批評文の構想が，相手を納得させるものになってい

【流れ】 るかを確認するためにディスカッションすることを

①テーマの確認 伝え，発表の準備ができるようにする。

②論理の展開の工夫 ・チェックシートを配付し，相互評価の観点を確認さ

③引用する根拠の説明 せることで，ディスカッションのポイントを理解で

④意見交換 きるようにする。

５ ディスカッションする。 ・構想メモが完成していない生徒は，説得力をもたせ

(1) グループで，ディスカッションする。 るために，引用をどのように取り入れれば効果的か，

・○○新聞に掲載されていた記事を引用し 積極的に質問するよう助言する。

た。この記事には具体的なデータがある ・発表者は，構想メモをグループの友達に見せながら，

ので説得力につながると考えた。 説得力のある構想になっているかをディスカッショ

・専門家の言葉を引用し，自分の考えに説 ンを通して確認できるようにする。

得力をもたせた。 ・引用部分と自分の考えとのつながりがあり，説得力

・引用部分を最初に配置することで，読み のあるものになっているか相互評価をしながら，デ

手を引き込むような効果をねらった。 ィスカッションを進めるようにする。

(2) 全体で，ディスカッションする。 ・引用の仕方の工夫で参考になったことを，グループ

・引用する時は，信頼性の高い資料である ごとにホワイトボードにまとめて発表するよう指示

かを考えた方がいい。 する。

・自分の立場だけでなく，相手の立場につ ・ホワイトボードに出た引用のポイントを,｢引用ガイ

いての引用も効果的だ。 ド」に記入するよう指示する。引用の仕方について

・引用する内容は，相手や目的によって変 全体で一般化することで，次時に行う，批評文を書

わる。 く際に活用できるようにする。

６ 構想メモを完成させる。 ・グループでアドバイスされた点や，全体で確認した

・引用の量が多いと指摘されたので，ポイ 引用のポイントを踏まえて，構想メモを仕上げる。

ントをしぼって引用する。 加筆，修正した所を分かりやすくするために，色ペ

・自分の考えと引用部分のつながりが分か ンを使うよう指示する。

りにくいので補足を入れる。 ○評資料を適切に引用し，説得力のある文章にするため

・あまり関係のない部分だと分かったので に，構想メモを書き直している。

違う引用部分に入れ替える。 書（観察，構想メモ）

７ 本時の振り返りをする。 ・引用について学んだことを振り返らせるようにする。

・引用は自分の考えとのつながりが大切。 ・次時は，批評文を書く活動を行うことを伝え，本時

・相手を納得させるために，引用部分や結 とのつながりを意識できるようにする。

論部分をどこに配置するかが重要。

イ 本時の指導

（ｱ）目標

論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある文章にするた

めの構想メモを書くことができる。

（ｲ）準備・資料

構想メモ，付箋，チェックシート，ホワイトボード，マーカー

（ｳ）展開



ウ 授業の記録

学習の流れ 全体の様子 抽出した生徒の様子
Ａ Ｂ Ｃ

１ 本時の学習課 ・姿勢よく教師の話を ・顔を上げて，姿勢よく ・黒板に姿勢を向け教師 ・顔は黒板を向いている
題をつかむ。 聞いている。 教師の話を聞いている。 の話を聞いている。 が，視点は定まらず，

・黒板掲示物を見て， ・教師の説明に合わせて，・構想メモを見ながら， 周囲を気にしながら教
本時の学習活動を確 前時までのプリントを 学習課題を確認してい 師の話を聞いている。
認している。 見直している。 る。

２ 前時までの学 ・本単元で調べてきた ・前時までのプリントを ・黒板を見ながら，思い ・思いついたキーワード
習を振り返る。 キーワードを思い出 見直し，キーワードを 出そうとしている。一 を大きな声で発表して

そうとしている。 思い出している。 人で考えている。 いる。
３ 批評文の構想 ・ディスカッションに ・付箋を動かして，論理 ・探してきた引用部分の ・探してきた引用部分の
をまとめる。 向けて，構想メモを の展開を工夫している。 候補が三つあり，すべ 候補はあるが，どこに

見直している。 構想メモに矢印と番号 てを取り入れようとし どの引用部分を入れた
を付け足している。引 ている。引用する根拠 らいいかが分からずに
用する根拠を書き込ん を書き込んでいる。 いる。引用する根拠が
でいる。 書けていない。

４ ディスカッシ ・４人グループになり ・チェックシートを見な ・教師の説明をうなずき ・チェックシートを読ん
ョンの進め方を チェックシートを確 がら，自分の構想メモ ながら聞いている。 でいる。発表の順番を
確認する。 認している。 を確認している。 気にしている。

５ ディスカッシ ・構想メモのワークシ ・テーマ「高校を義務教 ・テーマ「集団的自衛権 ・テーマ「スポーツは勝
ョンする。 ートを聞き手に向け 育化すべきか」に対す はあっていいのか」に 敗にこだわるべきか」
(1) グループで， て発表している。 る評価の理由を発表し， 対する評価の理由を発 に対する自分の考えを
ディスカッシ ・チェックシートにあ どういう批評文にした 表している。 発表している。
ョンする。 るディスカッション いのかを伝えている。 ・「双括型で，最初と最 ・「分かりやすいから双

の流れに従い進めて ・「尾括型で考えた。双 後に自分の考えを置く 括型を選んだ｡｣と発言
いる。 括型と迷ってたが，最 ことで自分の考えを強 する。

・ストップウォッチを 初に話題のみを提示し， く相手に伝えたい｡｣と ・引用する根拠が書けず
使い，時間を意識し テーマについて知って 発言する。 にいたので，自分から
てディスカッション もらい，読み手にも考 ・「引用が三つあり，多 質問をする。
している。 えてもらいながら，最 すぎないか｡｣とアドバ ・「なぜ，この部分を引

・発表者に体を向けて 後にまとめた方が説得 イスされる。 用したいのか｡｣と質問
話を聞いている。 力があると思うから， ・「引用部分をどこに入 を返され，うまく答え

・頭括型，尾括型，双 尾括型にする｡｣と発言 れるのがいいか｡｣と質 られずにいる。
括型のどれを選択し する。 問をし，議論になる。 ・「同じような内容の引
たのか，理由ととも ・「専門的にと考えて， ・「賛成と反対と，どち 用部分はいらないので
に発表している。 文部科学省のデータを らの意見を先に述べて はないか｡｣と指摘を受

・引用する根拠が説得 引用した｡｣と発言する。 も説得力は変わらない ける。
力のあるものになっ ・「先日新聞で読んだ， のかもしれないが，こ ・「論の流れは説得力が
ているかを話し合っ 親の貧困率についての の場合，自分の立場の ある｡｣,｢まとめ方が上
ている。 情報を引用し，違う視 意見から述べた方が説 手｡｣と言われ，うれし

・「引用ガイド」を活 点から書いて説得力を 得力があると思う｡｣と そうにする。
用している。 高めようとした｡｣と発 発言する。 ・グループの友達の発表

言する。 に対し，質問する。
(2) 全体で，デ ・引用のポイントを， ・「納得できる根拠・情 ・「引用によって相手を ・グループの友達がホワ
ィスカッショ グループで一つ見付 報，グラフやデータも どう思わせるかを考え イトボードに記入する
ンする。 けてホワイトボード 使うと良い｡｣とグルー ることが大切｡｣と発言 際に，「うまく引用し

に書いている。 プの意見をまとめる。 する。 ないと伝わらない｡｣と
・各グループから出た ・「公的機関の情報など, ・他のグループに質問を 発言する。
引用のポイントを， 誰が聞いても納得でき する。 ・全体でのディスカッシ
全体でディスカッシ る信頼性の高い資料を ・自分のグループの意見 ョンを，うなずきなが
ョンしながら分類し 選ぶことが説得力につ に対する質問があり， ら真剣に聞いている。
ている。 ながる｡｣と全体で発言 「自分の考えを下から

・引用のポイントを, する。 押し上げるみたいな,｣
「引用ガイド」に書 と説明するがうまく言
いている。 葉にできない。

６ 構想メモを完 ・修正点を整理し，色 ・引用部分について,｢難 ・引用部分の三つの候補 ・引用する根拠を書き入
成させる。 ペンを使って，構想 しい語句を分かりやす から二つに絞り，自分 れている。

メモに加筆，修正し く解説する｡｣と書き足 の考えとつながるよう
ている。 している。 に補足をしている。

７ 本時の振り返 ・本時を振り返り，参 ・「説得力をもたせるた ・「引用をうまく取り入 ・「引用のポイントが分
りをする。 考になった点や新た めには信頼性の高い資 れることで自分の考え かった。便利だと思っ

に気付いた点を書い 料を引用することが大 を強く相手に伝えるこ た｡｣と書いている。
ている。 切。補足することも必 とができることが分か

要｡｣と書いている。 った｡｣と書いている。

は，論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある文章を書くことに関する姿である。

Ａ

抽出した生徒 Ｂ

Ｃ

国語の学習に対する意欲が高く，論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある
文章を書くことができる。
国語の学習に対する意欲が高く，説得力のある文章を書くために，論理の展開を工夫して書く
ことはできるが，資料を適切に引用して書くことに課題が見られる。
国語の学習に対する意欲があるが，論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のあ
る文章を書くことに課題が見られる。



(4) 授業の分析と考察

ア 引用した根拠を明確にして批評文を書く学習活動について

（ｱ）モデル文を活用して引用した根拠を考える活動

モデル文を活用した学習後

に，引用のきまりを理解でき

たかについて確かめる,｢引用

間違い探し」を行った。これ

は，原文を正確に引用できて

いない点や出典が不明な点，

資料の信頼性に欠ける点など

を指摘する演習問題である。

５問すべて正解した生徒は33

人中29人であった。資料３は，

提示したモデル文に，生徒が

小見出しや段落相互のつなが

りなどを書き込んだものであ

る。資料４は，学習後に書い

た振り返りカードの記述例で

ある。説得力を高めるために

筆者はどのような工夫をしていたかを評価し，モデル文の引用のよさにつ

いて，全員が記述できた。この結果から，モデル文を活用して引用した根

拠を考える活動を通して，引用の仕方にはきまりがあることと，引用を取

り入れて説得力をもたせる工夫をしていることに気付いたということがう

かがえる。以上のことから，目指す生徒ａの姿に迫るために，有効な手立

てであったと考える。

(ｲ) 引用する根拠を，ディスカッションする活動

資料５は，構想メモに引用

する根拠として書いた生徒の

記述例である。引用すること

によってねらう効果について，

33人中24人の生徒が記述して

いた。資料６は，ディスカッ

ション後に，色ペンで構想メ

モへ加筆，修正をした記述例

である。引用部分を差し替えたり，補足を付け加えたりして，引用する根

拠について再検討することで，全員が記述できた。この結果から，ディス

カッションする活動を通して，引用部分と自分の考えのつながりが相手を

納得させるものになっているかを吟味し，説得力をもたせる引用の効果に

ついて考えを深めていたということがうかがえる。以上のことから，目指

す生徒ｂの姿に迫るために，有効な手立てであったと考える。

引
用
部
分
の
解
説

資料３ 生徒が書き込みをしたモデル文

資料４ 引用のよさについての振り返りカードの記述例

・筆者は伝える相手が小学６年生であることを考えていた。
伝えたい相手に応じて引用する文章を考えることが説得力
につながると思った。

・特に二段落目，三段落目がないと分かりにくい。引用部分
を生かすために，自分の考えとつながりを分かりやすくす
る補足を入れていてよい。

・ノーベル賞を受賞した人の言葉には説得力があるので，専
門家の意見を引用しているところがよい。

・信頼性の高い資料から引用して，相手に納得してもらう。
・話題提示として引用部分を最初の段落に入れる。
・自分と違う立場からの意見を引用し，それを反論すること
で，自分の考えを相手に受け入れてもらえるようにする。

・中立の立場からの視点を入れて，読み手に考えさせること
で説得力をもたせる。

資料５ 構想メモに引用する根拠として書いた生徒の記述例

・引用する量が多すぎるから，短くする。
・つながりが薄いから，違う引用部分にする。
・引用部分の難しい言葉を簡単な言葉にして説明する。
・自分の考えとのつながりがもっと分かりやすいようにする
ために，補足を入れる。

資料６ ディスカッション後に加筆，修正した記述例

引
用
部
分
の
解
釈

相
手
の
立
場
か
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意
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落
相
互
の
つ
な
が
り

生
徒
が
書
き
込
ん
だ

段
落
の
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割



(ｳ) 構想メモを活用して批評文を書く活動

論理の展開の工夫とその根拠について，構想メモに整理してまとめること

で，全員が，批評文を書く際に頭括型，尾括型，双括型のいずれかの流れで

文章を構成できた。構想メモに設定した段落の小見出しから文章にしていく

際には，構想メモに書き込んである矢印を手がかりに，段落相互のつながり

を考えて，接続語を適切に用いて書いていた。構想メモにより，論の流れを

意識しながら文章にしていくことで，引用した根拠が読み手に伝わるように

工夫したことがうかがえる。以上のことから，目指す生徒ｃの姿に迫るため

に，有効な手立てであったと考える。

イ クラス全体の変容

図３は，論理の展開を工夫し，資料を

適切に引用して，説得力のある文章を書

く能力に関するクラス全体の変容を表し

たものである。説得力のある文章にする

ために，論理の展開を工夫し，適切に引

用することができた生徒が事後では全員

であった。これは，説得力のある文章に

するために，頭括型，尾括型，双括型の特性を生かして構成を考え，引用部分

と自分の考えのつながりを吟味して，引用した根拠を踏まえて批評文を書くこ

とができたためであると考える。以上のことから，引用した根拠を明確にして

批評文を書く活動を通して，論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説

得力のある文章を書く能力が身に付いたと考える。

ウ 抽出した生徒の変容

資料７，８，９（p.10）は抽出

生徒Ａ，Ｂ，Ｃが書いた批評文と

引用した根拠である。傍線部は，

引用部分である。生徒Ａは，事前

調査で，相手を説得するために論

理の展開を工夫し，適切に引用す

ることができていた。批評文を書

く際には,｢高校を義務教育化すべ

き」という自分の考えを客観的事

実から伝えるために，引用部分を

六つ探した。探す過程で，貧困率

という新たな情報に出合い，別の

角度からの検討を取り入れて，考

えを深めることができた。生徒Ｂ

は，事前調査で，論理の展開の工

夫はしていたものの，引用するこ

とができなかった。批評文を書く

図３ 論理の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得

力のある文章を書くことに関するクラス全体の変容

（事前調査 平成27.10.16実施,事後調査 平成27.10.29

実施 小美玉市立美野里中学校第３学年３組33人）
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資料７ 抽出生徒Ａの批評文と引用した根拠（抜粋）

資料８ 抽出生徒Ｂの批評文と引用した根拠（抜粋）
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。



際には,｢国際協力」というキ

ーワードを設定し，引用部分

と自分の考えのつながりを意

識して文章を書くことができ

た。生徒Ｃは，事前調査では

自分の考えのみを書いていた。

批評文を書く際には，信頼性

の高い資料を選び，引用部分

を見付けた。また，引用部分

に補足を付けることができ，説得力をもたせるための工夫をした。

以上のことから，抽出生徒Ａ，Ｂ，Ｃは論理の展開を工夫し，資料を適

切に引用して，説得力のある文章を書く能力が身に付いたと考える。

５ 研究のまとめ

本研究を追究した結果，次のことが明らかとなった。

(1) モデル文を活用して引用した根拠を考える活動は，筆者が引用を取り入れ

て説得力をもたせる工夫をしていることに気付くことができ，引用のきまり

や引用のよさについて理解することに有効であった。

(2) 引用する根拠を，ディスカッションする活動は，引用する根拠が相手を納

得させるものになっているかを確かめる場となり，引用部分と自分の考えの

つながりについて吟味し，効果的な引用について考えを深めることに有効で

あった。

(3) 構想メモを活用して批評文を書く活動は，引用した根拠が読み手に伝わる

ように工夫することとなり，論理の展開を工夫し，引用した根拠を踏まえて，

批評文を書くことに有効であった。

以上のことから，引用した根拠を明確にして批評文を書く学習活動は，論理

の展開を工夫し，資料を適切に引用して，説得力のある文章を書く能力を育て

ることに有効であった。

６ 今後の課題

説得力のある文章を書くためには，客観的，分析的に物事を見つめて，論理

的に考える力が大切であり，他領域と関連付けて指導していく必要がある。
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